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三
月
三
十
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
三
帰
平
文
唱
和

灘東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
理
事
会

、
癌

に
つ
づ
い
て
、
不
破
理
事
長
を
議
長
に
、
鳥
居
浮
野
、

加
納
博
司
の
導
師
を
議
事
録
署
名
人
に
選
出
、
議
事

に
入
っ
た
。

　
議
案
第
「
号
　
「
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
件
」

　
不
破
理
事
長
よ
り
上
程
。
荒
川
事
務
総
長
が
、
第

二
十
三
期
事
務
総
局
の
職
員
人
事
に
つ
い
て
説
明
。

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
　
「
財
団
創
立
四
十
周
忌
記
念
事
業

並
び
に
第
三
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
か
か
る

特
別
会
計
の
期
限
の
延
長
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
理
事
長
よ
り
上
程
。
鷲
尾
財
務
部
長
が
、
記

念
誌
の
発
刊
・
発
送
作
業
が
未
了
の
た
め
、
特
別
会

計
の
期
限
を
、
本
年
入
月
末
日
ま
で
延
長
し
た
い
旨

を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
事
項
　
「
加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会
（
仮

称
）
の
開
催
に
つ
い
て
」

　
野
生
司
社
会
部
長
及
び
長
谷
川
顧
問
弁
護
士
が
、

標
記
の
よ
う
な
連
絡
会
設
置
の
必
要
性
を
説
明
。
設

置
の
方
向
で
、
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

報
告
事
項

①
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
報
告

　
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
長
か
ら
、
復
元
す
る
マ
ヤ

曜
穿
　
　
ボ

堂
の
設
計
を
丹
下
健
三
事
務
所
に
依
頼
し
た
経
緯
を

報
告
。
川
島
委
員
よ
り
復
元
事
業
の
進
め
方
に
つ
い

て
説
明
。
鷲
尾
財
務
部
長
か
ら
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
事
業

予
算
の
現
況
収
支
を
報
告
。

　
②
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
田
中
総
務
部
長
か
ら
、
資
料
に
基
づ
き
委
員
名
を

報
告
。

　
③
事
務
総
局
各
部
報
告

　
吉
橋
国
際
文
化
部
長
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
へ
派
遣
し

て
い
た
考
古
学
者
の
上
坂
悟
氏
が
病
気
の
た
め
、
急

遽
、
帰
国
し
た
こ
と
を
報
告
。

　
四
月
七
日
よ
り
九
日
ま
で
、
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク
市

内
の
W
F
B
本
部
で
、
第
五
十
七
回
W
F
B
執
行
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
よ
り
、
吉
橋
財
務
部
長

が
出
席
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
第
二
十
回
W
F
B
世
界
大
会

に
つ
い
て
、
本
年
十
月
二
十
九
日
よ
り
、
十
一
月
二

日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
再
度
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

も
検
討
さ
れ
、
コ
W
二
α
鼻
δ
ヨ
餌
昌
鋤
O
げ
巴
一
Φ
昌
ひ
q
①
ω

ぎ
爵
①
N
H
ω
梓
。
①
具
ロ
曼
」
と
決
定
さ
れ
た
。
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一日本仏教会第23期

　　　　員

税
務
委
員
会

社二二下金鴨田大瀬川篠北関松渕
本題藤内子　中谷古島原山根永

公輝隆善泰晃弘正眞宏智宏良雨英
一王法勝嶽秀明道隆之高明孝霊徳

（
曹
洞
宗
）

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

（
真
宗
大
谷
派
）

（
浄
土
宗
）

（
日
蓮
宗
）

（
高
野
山
真
言
宗
）

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

（
天
台
宗
）

（
真
言
宗
智
山
派
）

（
真
言
宗
豊
山
派
）

（
埼
玉
県
佛
教
会
）

（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

（
弁
護
士
）

（
公
認
会
計
士
）

同
和
委
員
会

前出脇岩柚
田口坂本木

幸芳　孝祖
廣演眞樹元

佐
々
木
兼
俊

藤若小志藤
田槻林鳥原

俊繁照融東
＝晃隆宥真野

（
曹
洞
宗
）

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
，
し

（
真
宗
大
谷
派
）

（
浄
土
宗
）

（
日
蓮
宗
）

（
高
野
山
真
言
宗
）

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

（
天
台
宗
）

（
真
言
宗
智
山
派
）

（
真
言
宗
豊
山
派
）

（
西
山
浄
土
宗
）

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

岡中小即谷北二野三武横
田川山真　原宮村浦野山

敏
明
（
曹
洞
宗
）

宿
徳
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
崇
（
真
宗
大
谷
派
）

盛
彦
（
浄
土
宗
）

將
泰
（
日
蓮
宗
）

裕
康
（
高
野
山
真
言
宗
）

玄
明
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

尊
寵
（
天
台
宗
）

典
勇
（
真
言
宗
智
山
派
）

祐
聖
（
真
言
宗
豊
山
派
）

弘
隆
（
弁
護
士
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

森
　
　
和
久

武
野
　
以
徳

藤
野
　
　
護

川
井
　
匡
俊

加
賀
美
泰
全

近加本萩加浅小可瀬川
藤納間野藤井川児古島

真博孝映隆侃純光眞宏
道司康明宣雄夫永隆之

（
曹
洞
宗
）

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

（
真
宗
大
谷
派
）

（
浄
土
宗
）

（
日
蓮
宗
）

（
高
野
山
真
言
宗
）

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

（
天
台
宗
）

（
真
言
宗
智
山
派
）

（
真
言
宗
豊
山
派
）

（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

（
埼
玉
県
佛
教
会
）

（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

（
岐
阜
県
仏
教
会
）

（
愛
知
県
仏
教
会
）

『
忍
　
’
　
　
、
ぐ
一

’
り
・
．

井
桁
　
雄
弘
（
大
阪
府
仏
教
会
）

矢
坂
　
誠
徳
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

国
際
委
員
会

溶湯岡林三
内濤本　澤

隆弘証安信
志道寿明善

伊
勢
木
俊
眞

小坂三星三三森
林東回野木田

正性康英中良信
道純明紀也昭行

（
曹
洞
宗
）

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

（
真
宗
大
谷
派
）

（
浄
土
宗
）

（
日
蓮
宗
）

（
高
野
山
真
言
宗
）

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

（
天
台
宗
）

（
真
言
宗
智
山
派
）

（
真
言
宗
豊
山
派
）

総
務
委
員
会

山
本
健
善

渡
邉
　
信
壽

五
辻
　
信
行

藤
木
雅
雄

長
谷
川
義
彰

中芙志土柏
　蓉井井田

正良圓克良
宣英定彦辮

（
曹
洞
宗
）

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

（
真
宗
大
谷
派
）

（
浄
土
宗
）

（
日
蓮
宗
）

（
高
野
山
真
言
宗
）

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

（
天
台
宗
）

（
真
言
宗
智
山
派
）

（
真
言
宗
豊
山
派
）

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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仏教とマルチメディア

浄土真宗本願寺派

真結獣r…j剛p
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日蓮宗

　h廿P＝／／www。nichiren．or．jp／

　
今
回
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
言
宗
智
山
派
、

日
蓮
宗
を
ご
紹
介
す
る
。
　
　
　
（
文
責
・
社
会
部
）

　
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
総
合
企
画
室
参
事
の
岡
龍
鳳
師
に
話
を
伺
っ
た
。

　
現
在
ま
で
の
経
過
を
お
話
下
さ
い
。

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
一
昨
年
、
宗
門
内
の

情
報
の
整
理
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
、
宗
務
推
進

の
基
盤
を
つ
く
る
た
め
、
宗
務
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
各
メ
デ
ィ
ア
の

特
性
を
生
か
し
、
国
内
外
へ
の
効
果
的
な
情
報
提
供
、

浄土真宗本願寺派ホームページ

交
流
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
の
蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
に
際
し
て
は
、

三
月
十
四
日
～
十
一
月
十
一
日
の
十
期
百
日
間
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
法
要
中
継
を

中
心
に
二
十
四
時
間
放
送
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
四
月
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
衛
星
放
送
「
パ

ー
フ
ェ
ク
T
V
」
の
「
ス
カ
イ
A
」
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

　　　　・騨駄，・磁

浄土真宗本願寺派宗務所

D
n
　
「

十
五
分
番
組
、
「
こ
こ
ろ
の
時
間
」
で
、
広
く
一
般

に
向
け
た
番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ス
カ

イ
A
」
は
全
国
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
教
務
所
な
ど
を
対
象
に
し
た
、
通
信
業

務
、
T
V
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
F
A
X
を
使
っ
て
の
宗
派
関
係
の
情
報
サ

ー
ビ
ス
も
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
頂
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
を
お
話
下
さ
い
。

　
今
後
は
、
．
情
報
を
発
信
す
る
側
が
、
受
け
手
に
対

し
て
情
報
活
用
の
具
体
例
を
示
し
て
行
く
必
要
が
あ

る
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
情
報
の
集
積
と

整
理
、
各
寺
院
か
ら
の
要
望
に
応
じ
迅
速
に
、
利
用

し
や
す
い
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
提
供
を
行
う
、
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
必
要
も
感
じ
ま
す
。

真
言
宗
智
山
派

真言宗智山派ホームページ
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智
山
教
化
セ
ン
タ
ー
の
岡
野
忠
正
主
幹
、
青
木
弘

全
主
事
補
、
智
山
伝
法
院
の
大
塚
秀
高
師
に
話
を
伺

っ
た
。

　
現
在
の
取
り
組
み
の
様
子
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
智
山
派
で
は
現
在
「
生
き
る
力
～
安
ら
か
な
る
心

を
求
め
て
～
」
と
い
う
教
化
目
標
を
定
め
、
年
度
毎

の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
ビ
デ
オ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
作
成
し
教
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
教
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
般
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
運
営
は
職
員
で
行
い
、
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て

は
若
干
部
分
、
業
者
に
任
せ
て
い
ま
す
。
智
山
伝
法

院
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
本
年
二
月
初
旬
よ
り
試
験
運

用
、
四
月
よ
り
本
運
用
し
て
い
ま
す
。
三
十
歳
か
ら

五
十
歳
位
の
檀
信
徒
で
な
い
一
般
の
人
、
今
ま
で
の

出
版
物
な
ど
の
教
化
教
材
で
は
行
き
届
か
な
い
対
象

へ
の
教
化
手
段
の
一
つ
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

真言宗智山教化センター

　
今
後
の
課
題
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
研
究
機
関
で
あ
る
智
山
伝
法
院
と
実
施
機
関
で
あ

る
教
化
セ
ン
タ
ー
が
関
連
性
を
持
ち
、
有
機
的
に
機

能
し
つ
つ
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
充
分
生
か

し
た
教
化
活
動
が
行
な
え
れ
ば
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
教
区
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
な
ど
も

将
来
的
に
は
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
日
　
蓮
宗

日蓮宗宗務院

　
広
報
調
査
課
長
の
長
谷
川
義
彰
師
に
話
を
伺
っ
た
。

　
現
在
の
取
り
組
み
の
状
況
を
お
話
下
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
本
年
四

月
一
日
よ
り
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
内
容
は

現
在
、
日
蓮
宗
の
紹
介
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
営
は
綜
合
企
画
部
が
担
当
し
、
部
内
で
内
容
を
構

成
、
ペ
ー
ジ
の
作
成
は
外
注
し
て
い
ま
す
。

　
日
蓮
宗
は
平
成
十
四
年
置
立
教
開
宗
七
百
五
十
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
宗
内
の
機
構
改
革
、

宗
務
院
庁
舎
の
新
築
、
二
十
一
世
紀
を
睨
ん
だ
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
方
々
へ
の
宗
門
の
活
動
を
易
し
く
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
り
、
広
報
活
動

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
悪
言
で
は
、
数
年
前
よ
り

宗
門
関
係
者
を
主
に
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
通
信
を

運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
伝
達
情
報
量
の
多
さ
、
情

報
の
相
互
交
流
が
簡
単
に
可
能
で
あ
る
点
な
ど
に
着

目
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。

拶　価or
晦”刷制

闇臨脳脳闇闘■騰翻髄二二購繊継鵬蹴ゼ・

日蓮宗ホームページ

　
将
来
の
展
望
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
各
地
の
七
十
四
管
区
の
宗
務
所
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、
さ
ら
に
内
外
の
各
寺
院
や
檀
信
徒
へ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
、
宗

門
文
書
・
届
け
出
書
類
の
書
式
の
提
供
な
ど
も
、
研

究
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
宗
務
院
庁
舎
新
築
に

伴
う
オ
ン
ラ
イ
ン
の
実
働
化
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
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誕
七
回
　
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会

全1998年5月1日

「
『
栃
木
問
題
』
で
問
わ
れ
て
い
る
も
の
－
戒
名
に
つ
い
て
－
」

曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
事
務
局
長

　
三
月
二
十
六
日
、
浄
土
宗
宗
務
庁
に
お
い
て
、
第

七
回
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
た
。

「
『
栃
木
問
題
』
で
問
わ
れ
て
い
る
も
の
1
戒
名
に

つ
い
て
一
」
を
テ
ー
マ
に
、
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進

本
部
事
務
局
長
の
柚
木
祖
元
師
が
、
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
『
法
名
・
過
去
帳
』
を
め
ぐ
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
基
幹
運
動
本
部
専
門
員
の
斉
藤

真
師
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。
以
下
柚
木
師
の

報
告
の
要
旨
を
ご
紹
介
す
る
。
　
（
文
責
・
社
会
部
）

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
ま
ず
最
初
に
申
し
上
げ
る
と
、
私
自
身
、
戒
名
問

題
に
結
論
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
故
に
、

こ
の
発
表
か
ら
曹
洞
宗
は
戒
名
を
す
べ
て
な
く
す
方

向
に
あ
る
と
は
考
え
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

仮
に
結
論
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
実
現
さ
れ
な

け
れ
ば
、
無
い
に
等
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
、

結
論
が
実
現
可
能
か
と
い
う
こ
と
と
、
結
論
に
向
け

て
努
力
し
て
い
く
こ
と
と
は
ま
た
違
う
と
い
う
こ
と

を
認
識
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
曹
洞
宗
は
中
部
と
関
西
で
東
西
に
分
け
る
と
、
七

割
の
寺
院
が
東
に
あ
る
。
そ
の
東
側
に
お
い
て
長
野

を
例
に
見
れ
ば
、
被
差
別
部
落
の
数
は
大
変
多
い
の

だ
が
、
人
口
的
に
い
う
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
少
数

散
在
の
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
関
東
・
北
陸
・

東
海
な
ど
で
も
、
数
は
少
な
い
が
同
様
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
調
査
し
た
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
あ

が
っ
た
五
百
五
十
ヵ
寺
中
、
差
別
事
象
が
確
認
さ
れ

た
の
は
当
初
百
四
十
三
ヵ
寺
で
あ
っ
た
が
、
今
は
二

百
五
十
ヵ
寺
あ
る
。
十
年
間
で
百
ヵ
寺
く
ら
い
増
え

た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
こ
の
数
は
今
後
増
大
し
て
い
く
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
我
々
の
調
査
は
自
己

申
告
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
う
ち
の
檀
家
に
被
差
別
部

落
が
あ
る
と
い
っ
た
場
合
の
み
調
査
に
行
く
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
先
程
述
べ
た
よ
う
に
、
部
落
個
々

の
規
模
が
小
さ
い
た
め
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

所
が
多
々
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
な
の
で
、
今
ま
で
の
解
放
運
動

で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
問
題
が
出
て
く
る
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
差
別
戒
名
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
は
西
側
に
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

大
部
分
を
占
め
る
の
は
東
側
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ

が
何
故
か
と
い
う
こ
と
を
解
明
し
て
い
く
中
で
、
今

ま
で
判
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
こ

と
が
多
々
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
さ
て
、
差
別
戒
名
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
な
ら

a
、
直
接
的
差
別
表
記

　
　
被
差
別
民
の
職
業
や
身
分
、
名
称
そ
の
他
の
属

　
性
を
直
接
的
な
差
別
表
記
に
よ
っ
て
記
載
し
て
い

　
る
も
の

b
、
相
対
的
差
別
表
記

　
　
主
に
位
階
や
戒
名
の
字
数
（
二
字
や
四
字
）
に

　
伴
っ
て
表
れ
る
も
の
で
、
本
来
は
差
別
的
意
味
を

　
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
寺
院
に
お
け
る

　
同
地
域
、
同
年
代
の
一
般
檀
信
徒
と
比
較
し
た
場

　
合
、
差
別
事
象
と
な
る
も
の
（
例
、
禅
定
門
・
禅

　
定
朔
、
禅
門
・
禅
尼
、
草
丈
・
禅
女
、
善
男
・
善

　
女
、
信
男
・
信
女
）

注
、
『
部
落
解
放
同
盟
の
申
し
入
れ
に
対
す
る
曹
洞

宗
の
回
答
書
』
（
入
十
二
年
十
一
月
）
か
ら
引
用
に

よ
る
。

　
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
、
b
に
例
示
さ
れ
た
も
の

は
そ
の
ま
ま
す
べ
て
差
別
戒
名
な
の
で
は
な
く
、
同

時
代
同
地
域
に
お
い
て
相
対
的
に
差
別
戒
名
と
な
り

う
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ま
で
、
そ
れ
は
被
差

一6一
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別
部
落
を
対
象
と
し
た
も
の
と
し
か
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
の
が
、
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
「
栃
木
問
題
」

に
お
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
問
題
提
起

を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
栃
木
問
題
」
と
は
、
栃
木
県
の
住
職
に
よ
る
差

別
発
言
事
件
で
あ
り
、
九
十
二
年
八
月
に
起
こ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
住
職
と
解
放
同
盟
、
行
政
側
、
曹
洞
宗

を
交
え
た
糾
弾
会
が
行
わ
れ
た
。
第
一
回
目
の
席
上
、

戒
名
の
ラ
ン
ク
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
住
職
は
、
そ

れ
に
答
え
る
中
で
、
最
後
に
「
禅
定
門
1
1
困
っ
た

人
々
」
と
板
書
し
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
を
含
め
、
な
ん
て
愚
か
な
こ
と
を
と
思
う
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
江
戸
初
期
に
は
一
部
の
者

し
か
持
て
な
か
っ
た
戒
名
が
、
時
代
と
と
も
に
誰
も

が
持
つ
よ
う
に
な
り
、
昭
和
に
入
る
と
位
階
の
イ
ン

フ
レ
を
起
こ
し
、
現
在
の
よ
う
に
簡
単
に
院
号
が
つ

く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
基
準
と
な
る
の

に
い
ま
だ
家
柄
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
零

せ
ら
れ
た
の
で
、
私
は
、
彼
の
行
為
を
一
概
に
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
後
の
糾
弾
会
で
は
、
以
下
の
よ
う

な
こ
と
が
問
わ
れ
た
。

①
宗
祖
は
被
差
別
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
の
か
。
以
後
の
宗
門
は
ど
こ
で
変
節
し
て
い
く

の
か
。
部
落
を
否
定
的
に
見
て
い
く
考
え
方
を
容
認

し
て
い
く
宗
門
な
の
か
。

②
曹
洞
宗
の
歴
史
の
中
で
「
差
別
戒
名
」
が
教
団
内

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
の
か
。
戒
名
は
宗
祖

の
時
代
か
ち
あ
っ
た
の
か
。
宗
祖
の
教
え
は
「
そ
れ

は
そ
れ
と
し
て
」
、
戒
名
に
階
層
を
付
け
、
差
別
戒

名
を
付
け
た
の
は
「
世
の
な
ら
い
」
だ
っ
た
の
か
。

③
家
柄
調
べ
に
使
う
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

過
去
帳
と
は
い
っ
た
い
何
か
。
過
去
帳
の
性
格
を
整

理
す
べ
き
だ
。
差
別
が
見
抜
け
る
人
に
よ
る
調
査
な

ら
ば
、
過
去
帳
の
差
別
事
象
が
発
見
で
き
る
だ
ろ
う

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
す
べ
て
の
寺
院
で
過
去
帳
の
書
き
改
め
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

④
修
行
を
終
え
、
研
修
を
受
け
て
い
る
住
職
が
差
別

発
言
を
し
た
。
修
行
や
研
修
の
あ
り
方
が
問
題
で
は

な
い
の
か
。

　
私
は
今
、
教
団
が
活
性
化
す
る
た
め
の
方
向
性
を
、

提
起
す
る
意
味
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
つ
も
り
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
結
論
が
見
え
て
か
ら
動
い
て
も
意

味
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
上
記
の
①
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
教
学
的
に
考

察
し
た
上
で
宗
祖
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
、
歴
史
的

に
幕
府
の
方
策
に
よ
る
歪
み
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可

能
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
文
書
に
し
て
配
布
す
る
こ
と

で
済
む
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
住
職
の

信
仰
心
と
見
識
が
問
わ
れ
て
く
る
問
題
だ
と
思
っ
て

い
る
。
差
別
戒
名
の
中
に
は
明
ら
か
に
差
別
意
識
に

よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
教
学
や
歴
史
に

基
づ
い
て
考
え
て
も
、
そ
こ
に
差
別
を
認
め
な
い
こ

と
は
無
理
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
②
に
示
し
た
、
宗
祖
の
教
え
は
「
そ
れ
は

そ
れ
と
し
て
」
、
日
々
の
宗
教
活
動
に
お
い
て
は
「
世

の
な
ら
い
」
と
し
て
差
別
的
な
行
為
を
容
認
し
て
い

く
の
か
と
い
う
問
い
か
け
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
曹
洞
宗
で
は
こ
れ
ら
の
問
い
か
け
に
対
し
、

三
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
調
査
検
討
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
「
戒
名
、
過
去
帳
、
檀
家
制
度
」

に
関
す
る
専
門
部
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
、

九
十
六
年
に
「
戒
名
・
位
階
」
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
全
国
五
十
二
ヵ
所
千
百
二
十
五

ヵ
寺
の
内
で
六
十
九
％
の
回
収
率
を
上
げ
た
。
ま
た
、

長
野
と
群
馬
の
あ
る
寺
院
の
も
と
で
、
被
差
別
部
落

の
檀
家
と
そ
う
で
な
い
檀
家
、
寺
院
の
三
者
を
歴
史

的
経
過
や
地
域
社
会
と
の
関
連
性
な
ど
か
ら
立
体
的

に
調
査
し
て
い
る
。
ま
た
、
被
差
別
部
落
の
人
々
を

対
象
に
し
た
寺
院
や
戒
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
今
後
予

定
中
で
あ
る
。

法
律
相
談
室

撫
羅
舞
簾
叢
薄
鞭

麹
懲
ま
す
謡
本
譲
羅
灘
癒
紅
海
9
濃
よ
鱗
羅
瓢

、詐

ﾊ
趨
へ
一
鎖
蓋
竣
パ
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ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
三
月
十
日
午
後
一
時
よ
り
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務

庁
会
議
室
で
、
第
四
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
先
般
『
大
法
輪
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
本

会
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に
関
す
る
記
事
に
対
し
、
ル
ン

ビ
ニ
ー
委
員
会
名
で
寄
稿
す
る
文
章
の
内
容
が
検
討

さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
二
月
十
三
日
か
ら
十
入
日
ま
で
、
L
D

T
と
の
協
議
の
た
め
、
川
島
委
員
と
深
澤
国
際
文
化

部
次
長
が
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
出
張
し
た
こ
と
を
報
告
。

ま
た
、
ル
ン
ビ
ニ
i
園
が
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
リ

ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
本
会
派
遣
の
考
古
学
者
、
上
坂
悟
氏
の
現

況
が
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
、
修
復
事
業
に
関
わ
る

財
務
状
況
と
予
算
措
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
鷲
尾

財
務
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　
　
国
際
委
員
会

　
去
る
一
月
二
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
、
明
照
会
館

会
議
室
で
国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
事
務
局
よ
り
、
昨
年
十
二
月
四
日
の
第
五
十
六
回

W
F
B
執
行
委
員
会
で
、
第
二
十
回
W
F
B
世
界
大

会
が
、
本
年
十
月
二
十
九
日
～
十
一
月
二
日
に
シ
ド

ニ
ー
で
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
場
で
本

会
よ
り
W
F
B
へ
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事

業
の
報
告
書
（
遺
跡
の
所
見
と
報
告
）
を
提
出
し
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
各
国
か
ら
、
W
F

B
大
会
日
本
開
催
の
要
望
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ

た
。　
続
い
て
出
席
の
各
位
貝
よ
り
宗
派
ご
と
の
海
外
交

流
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
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（改定宗教法人法による提出書類　　　会員制※により作成をサポートいたします）

　一一㈲全日本仏教会顧問弁護士　長谷川正浩先生ご指導一

①分かり易く解説した「記入要領と様式例」

②手書きでできる特製の「提出用記入用紙セット」

③長谷川法律事務所編「だれでもできるお寺の経理」

　　　　　　　　　　　　　　　　（定価2，800円）

④記入用フォーマットが入力されたフロッピィ

⑤書類作成のための各種無料相談

　　　　　　　　　（巌ご入会は1年目の契約です）

年会費
1万円（税別）
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